














































 そこで本研究ではオールコックが 1885 年の日本人村の開会の挨拶において玩具
を重視した理由を、独楽を例とし、当時出版された雑誌や書籍を考察する。その中
で、19 世紀英国において日本の玩具が近世社会と結びつけられて理解されていた品
の 1 つとして機能していたことを論じていく。 
まず玩具について考察する前に日本がどのように捉えられていたかを、特にオー
ルコックの論文を中心に概観し、70 年代に生み出された Old Japan について見て
いく。 
 
１．Old Japan の創出 
 
近世社会が色濃く残る国としての日本（1860 年代以前） 
 1853 年にペリーが来航し、翌年の 1854 年に日米和親条約を結んだことで日本は
いわゆる鎖国体制を破棄し、欧米列強との外交関係を築かなければならなくなった。

































は『大君の都』を出版してすぐ後の 1865 年に‘China and Japan’という論文を『エ
ジンバラ・レビュー』に投稿しており、日本と中国を比較するという姿勢はその後
も続く重要な視点としてオールコックの日本論を支えることとなる11。 









近世社会の残滓が残る国としての日本 (1870 年代以降) 








の騒乱期に日本で務めていた外交官の 1 人である A. B. F. ミットフォード
(1837-1916)は既に日本が変化しつつあることに気がついていた。ミットフォードは
1871年に『古き日本の物語』を著しているように、明確に Old Japanという視点









られなくなっているものである」と述べており、欧化した New Japan に対しては
関心を示さない14。Old Japan という語にはハーンほどの批判的な意味はないが、




て書かれた 3つの書籍について書評しているのだが、タイトルを‘Japan as it was 
and is’とし、Old と New を区別しているのはもちろんのこと急速かつ完璧なまで
の欧化に対して一定の賛辞をオールコックは与えている。タイトル通り、書評をし
ながら展開されるオールコックの論は Old と New を意識した内容であるが、その


























































図 日本人の画家《独楽》“Top Spinning.”M. Chaplin Ayrton, Child-Life in Japan, 
















を出版した 1879 年は Old Japan という観点で英国人たちが日本を捉えていた時期





いて Old Japan という観点が英国で創出されたからこそ、エアトンが日本の子ども
に注目したのである。 












































その結果、英国人の間に New Japan と Old Japan という新しい日本の捉え方が生
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